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第 2 の問題は安全な量の換算法である。乙れは N0 2 の長期環境基準に関係する。 NÜzの長期環境基
準は日平均値の上限を与えたものであるが， これは医学的見地から年平均値として与えられた安全な量
を， 98 ~ぢ値へ換算したものである。乙の換算は 98 %値と年平均値の線形回帰式を用いて行なわれる口
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著者は N0 2 濃度に対数正規モデノレが仮定出来る場合，現行の換算方法は妥当でなく，標準偏差が独立変
数に比例する誤差項を持つ線形回帰モデFルで許容限界を換算値として用いる換算法が導き出されること
を示した。又 ， N0 2 濃度の対数正規モデルからのズレの影響を評価し，新換算法がロバストであるこ
とを示した。 1977 年度の岡山県の観測地点46局の N0 2 濃度データを用いて例示を行なった。
第 3 の問題は層別母集団における量一反応関係の推定・検定法である。生物統計学者がよく使う訂正
有症率をここでも有力な概念として用いた。注目因子と訂正有症率の量一反応関係は局所的，近似的iζ




での議論と同様となる。乙の方法の 3 つの X 2 検定量の近似検出力を求め，傾き O の x 2 検定量が Ma­
ntel の X 2 検定量と同等であること，又乙の 3 つの X 2検定量が各層ごとの x 2値の和を取る方法より，









解析法 (PA) の 2 つがよく用いられる。著者は前者における推定安全量の信頼区聞を求める新しい方
法を提出し，次に両者の理論的性質を調べ，また環境保健に関するあるデータに適用したときのモデルの適
合度も考慮して， HS 法より PA 法の方がょいと結論した。第 2 は環境基準における換算の問題である。
著者は環境庁が空気汚染物質に関する長期基準において， 1 日平均から年平均に換算した方式の問題点
をまず指摘した。著者は次に 1 日平均が対数正規分布に従うという仮定の下で，直線回帰モデルと許容
区間理論を利用する換算方式を新しく提案し，さらに岡山県のN0 2 のデータがほぼこの仮定をみたす
ことを確めた後，換算値が環境庁の基準をかなり下回ることを見出した。第 3 は層化母集団における量
一反応関係の問題である。ある病的症状がいくつかの地域で観察され，症状の原因と見なされる因子の
強度が地域によって異なり，さらに観察された集団が性，年令などの特性によって層化される場合に，
因子の強度と有症率との関係を調べる問題である。著者はこの関係が線形であるという仮説，直線の傾
きが正であるという仮説の 2 つを検定する方法と，線形式の推定法とを提出し，現実のデータに適用し
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て，著者の方法が有効であることを示した白
これらの結果は量一反応関係の統計解析における著しい貢献であって，学位論文として価値あるもの
と言忍める。
-406 ー
